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　これは1981年にわれわれが母子相互作用に関するアン

ケート調査を実施した時の993病院（2，656病院中）の

年間分娩数中央値384に比ざると膏く，年間分娩数1ρ00

以上の施設の害lj合も 6．39％に対して9．43％と3％以上多

い。このように母親学級を実施している所は分娩数の多

いことがわかるQ

　c　母親学級の構成……受講者は8割の施設で受講希

望者に隈定している。（図1）
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表2　母親学級一クラスの人数
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図1　母親学級の受講対象
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　受講開始時期は（図2）種々だ炉， 半数は19週までに

開始している。
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　講義の回数は（図3），2～4というものが多いが，5

回以上というものも5，1％にみられた。

回

且＝一5畳（9．6紛ロ

2一

31
95（1＆1）

監6L（30．4）

41

　じ
男一15（ユo）

　ロ
61鷺7（L．3）

　ロ
8184（08）

　1

184（3咽．7）

図3 F1クールの回数

　一回甲時間は（図4），2～3時間というものが340カ

所64．2％であった。

一クラスの人数は表2のごとく10～19入が最も多く

3L3％，r10人未満の小クラスも20．9％あり ，大部分は

30人未満であった（77．5彩）。

　クラスの編成は，その施設での分娩数にも関係するこ

とで，年間平均分娩数478で考えると，月平均は4餌列と

なりそのうち初産は17例位であるから（1980年出産順位・

別出生数及び割合による）・母窺学級受講者は約釦人位

になると思われるQ

　d　母親学級の講義内容……母親学糧の講義内容にっ

いては衷3のごとくであった。歯の衛生，産後の生理。

生活，家族計画，赤ちゃんの生理・育て方などが50～60

％台と低い蹴歯の衛生以外の講義は，分娩終了後に入

院中あるいは退院後にあらためて行うことにしている施

設が多いからである。これに対して，r歯の衛生」にっ

いて講義が少熱・のは適当な譜師が得られないとヤゆ こ

とによるとも考えられる。子ξもの正常尽輿発育も含め．

て歯の衛生の諭義が取り入れられることが望ましいと思

われた。

妊産婦の心理に関する議義内容の詳細にっいては不明で

あるが，半分以上の施設で（64．7％）とりあげられてい

る事は注目に値すると思われる。

　その他の項目は・補助動作の指導・，院内見学などであ

る。

　このようなバックグランドを持った母親学級の担当者

（医師または助産婦）は，受講する妊婦逮㊨抱えている

心理的あるいは精神的問題をどのように把握しているか

調査した（別表のQ10～13）
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高橋他1母親学級にお ける精神心邊面および栄養に関渉お指導方針に関する研究

　．12浮妊婦の不安 』、1「：』

武L・ 、1㌧ぬ㍉．r、　　　電い

　妊婦の持っている不安の内容についてまとめてみると

次のと おり．である茄二1環℃謡墨7 11・球ヤ・隊宮罫　．汰』

　い町 ）児に関すること…唖最も多いのは五体満足資生ま

れるだろう．かと・いう点であ多 6！そのよう・な不安をもたら

す原因として漢然と奇形はな黛か占いう心配が多いのは

勿論であるが，薬剤，放射線，風疹，卜1キソプラスマ，ヒ、

旦型肝炎などの感染g 汚染や公害などの外因や，．流産し

かかったものを維持さ過たこQとに去って流産する／はずの

異常児を生むぐとにならな喰かというた，3はう きり と し

た因果関係を意識しての不安も相当数認められた6道の

ような不安は医学的な説明が十分になされて納得されれ

ば完全に消えてしまう類の不安で訪る。その他，育児が

上手にできるかという不安もみられる。核家族化により

身近かに育児について相談できる人がいないためと思わ

れる。

　b　妊娠中の不安……妊娠中の不安として多くあげら

れたものは，肥満，糖尿病，骨盤位，高年初産などハイ

リスク因子に関するものや，妊娠中の旅行や食事の内容

などに関するものである。ハイリスクに関しては，その

予防や早期発見により対応処置をとる必要がある。しか

し　それを周知させることによりかえって不安を増強さ

せる原因となることがある。このような場合には，個人

的に説明し不安を解消する努力をしなければならない。

　分娩を多数取扱っている施設の外来診療の中でこのよ

うな不安・心配を解消するのには制約があるようで，相

当数の妊婦がなかなか質問をしにくいと訴えている。外

来診承の中における助産婦の役割りの明確化，あるいは

母親学級でこのような質問に解決を与えるような質疑応

答に時問をとることが大切であろう。

　c　分娩時の不安……陣痛に対する不安とくに痛みが

どのようなものか，耐えられるかという不安は強い。そ

の他，正常に分娩できるか，誘発，促進，会陰切開など

を避けたいという自然分娩指向，入院の時期がわかるだ

ろうか，入院までどのように過したらよいかなどにっい

てめ不安を持つと捉えている。また，以上のことも含め

て相談相手がいないとか，頼りになるはずの実母や姑が

自信を失っているなどが指摘されている。

　一方では，情報過多で何が正しいかわからないために

発生する不安もある。情報の整理を手伝う必要性が考え

られ，また妊婦を中心にした仲間づくりも，育児期間ま

でを通しての不安解消に大いに役立っと思われる。

　しかし，．この点に関しては，例えば第一子がア．トピー

の時， 第二子妊娠中の食事をどうするかとか，母乳分泌

促進のための食事のとり方などにっいて専門家といわれ

る人達の言葉にも差があり迷わされるものがお器よう麗

思われるδ《丈邸こ ド』、づ，⊃鴇さ：・’．』、1』、、ぴ， 『’5油”、

　また・自由意見として《最近は，り異常が早く’わがりゾ

かえづて不安が増えるのではな瓜が》とが《里帰り、分娩

の妊婦に種々の問題が多ぐ，き不安の原因にならている》

など医療側の見解が記載されているが務これは医療側の

説得1町理解させる技術の不足爵自信の喪失，し1使命感め欠

如などの問題とし．て考えてい路必要もあるので感ないだ

ろうか。．里帰り分娩が40彩にも達する現実は，さぞれが必

要な社会環境が存在する事を示すのさおり響医療むそれ

に対応しなければならないのでばなV・か5鈴・1：沁イ鰐二’”

♪ド＆　母性慧識が稀薄化しているかゼ麿誤．∴・パr”・

　きここの質問に対しで稀薄化U乞“ると見なナ根拠としす

1母乳を与零たがらない人がいる2育児に対ずる積

極性に欠ける。例えば，実母まかせであったり，『泣くと

どうしてよいかわからない，自分の癖痛の対応に精一杯

で育児にまで手がまわらない，3異常があっても放置し

しているなどが指摘されている。

　また，他者依存が強い，自己中心的である，妊娠の喜

びが感じられないなどの態度から母性意識の稀薄化がう

かがえるとしている。

　し傘し，医療側の《母親となるべき人はこうあるべき

もの》という思いこみが，それに合致しないと母性意識

の欠如へと短絡することがある。例えば，《自分の希望

する日に出産したがったり，妊娠中に旅行や運動ができ

ない不沸を訴えたり，無痛分娩を希望する》などが母親

になるという自覚に欠けると断じ，否定的なこととして

いるが，果して否定されるべきことなのだろうが。

　一方では，母性は育児行動の中で育っていくものとい

う考えから，母性意識の稀薄化が得に著しいとは感じら

れないという意見も多い。

　従って，妊婦の不安や心理的に不安定状態の多くは，

妊娠したことによっておきるものであると理解して大き1

く受けとめ・母としての自覚は子どもと共に育つもので

あることを指導するととが，医療側のとるべき態度であ

り，このような医療従事者を育てることが必要である。

　4　母性意識が稀薄化しているとすれば，それを発達

　　させることを目指した妊娠指導として、どのような

　　努力がされているか

　妊娠中は超音波電子スキャン法で胎児を見せたり，赤

ちゃんの用品を作らせるなど試みている。産褥期には，

早期接触・母児同室・母乳育児を推進するとともに，助

産婦がよく話をし指導することが大切としている。一

　これは個人にあった指導が必要ということである。外

来から分娩室へさらに響室へと，また妊娠中から退院後
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も地域保健システムとの連携が大切であるという意見

よせられている。また，場合によってはカウンセリング

も必要であるとしている。・

　しかし，夫婦とは何か，子どもの存在は夫婦にとって

何かという指導も必要であるが，1同時に《母親はこうあ

る飛き》という指導は， 母親に負わせるだけで利点もな

いという意見に注意をはらいたい。・これは，産褥精神障

害の引金になることがあるからである。

　5 まとめ　

　今回は母親学級担当者に対するアンケートのうち，病

産院から得られた873施設についての集計である。

　どういうお産をするかという分娩需要の多様化，不安

の原因の多様化， 母性意識の発達の仕方の個人差などか

ら，一律に集団指導的に行うのでは対応しきれないと思

われる。

　また，核家族化・産業構造の変化などから，妊婦を暖

かく包みこみ見守っていく社会環境が少なくなっている

ため，妊婦の不安定な精神状態を守るために，新しいコ

ミ幽ニケーションの場の設定も必要ではないかと思われ

た。

　このように考える時室岡等によって始められた妊婦水

泳は妊婦体操として妊娠・分娩の際におこる様々なトラ

ブルを予防するとともに，育児期問まで続く新しい仲間

づくりのために役立っており，そのことこそが妊婦水泳

の大きな利点となっているように思われた。

こ
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7　貴施設において，現在行なっている母現学鞭の購義内容にっいておうかがいします。（該当する項目にO印あるいは数字をご記入ください）

講磯内審
時潮

蝦週誼

講義

問

講義方法 敬 書 蹴　当　者

指導のポイント
講毅 突門 見孚 質疑応蒼 その他 掛図 パンフ 映画 聖罠 眠製 医師 助産罎 保健婦 栄養士 叢叢 その他

1　旺駁の生理
』　　　生活

3　　　　衛生
　歯の南生

5　妊罎体操

6　ラマーズ法
　お藤の継備

8　お蛍の雛過｛分晩の生罷ン

　入院の時期と方法

10　盈後の生理

1　　　　生活
12　姪巌蛭の心罷

3栄　養
L4　寡瑛計瀬

5　赤ちゃんの胃て方

L6　　　　　生理
7　その他
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